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通期業績予想の上方修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の経済状況及び業績動向を踏まえ、令和６年 11 月 15 日に公表しました令
和７年９月期（令和６年 10 月１日～令和７年９月 30 日）の通期連結業績予想を下記の通
り上方修正することといたしましたので、お知らせします。 

記 

１．令和７年９月期通期連結業績予想の修正（令和６年 10 月１日～令和７年９月 30 日） 

  
売上高 

 
営業利益 

 
経常利益 

親会社株主に 
帰属 する 

当期純利益 

１株当たり  
当期純利益 

前回発表予想(A) 
令和６年 11 月 15 日発表 

百万円 
10,500 

百万円 
300 

百万円 
295 

百万円 
175 

円 
32.46 

今回修正予想(B) 10,150 355 350 220 40.81 
増減額(B-A) △350 55 55 45 － 
増減率(%) △3.3 18.3 18.6 25.7 － 
(ご参考)前期実績 
(令和６年９月期) 

 
9,781 

 
115 

 
112 

 
76 

 
14.15 

 
２．修正の理由 

第２四半期累計期間は、インダストリーセグメントの産業機器事業とプロフェッショナ
ルセグメントのインテリア事業が全社を牽引して予想を上回る業績となり、中でも当期純
利益は半期で年間予想に匹敵する利益を計上することができました。下半期も全セグメン
トで上半期を上回る売上高を見込んでおりますが、通期売上高は、産業機器事業が下半期
は案件計上の端境期となること等から期初予想を下回る見通しです。一方、利益面は、産
業機器事業と上半期に値上げ前の駆け込み需要が発生したインテリア事業の下半期の売上
低下の影響等により、下半期の利益は伸び悩むものの、通期で増益を見込んでおります。 

以上から、当社では業績推移の判断を、第１四半期の「回復基調」から、第２四半期で
「好調と言える段階に入った」と変更し、通期連結業績予想を上方修正することといたし
ました。 

以上 


